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Mobile WiMAXの標準規格の変遷
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http://www.itu.int/ITU-T/worksem/ngn/200604/presentation/s6_nohara.pdf

IEEE802.16標準委員会とWiMAX Forumの関係
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http://www.wimaxmaps.org/

 Mobile WiMAX認証
• 認証済み 18デバイス
• 認証中 8デバイス
• プラグフェスト 49デバイス

 開発ベンダ
• ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾁｯﾌﾟ 19
• 端末 28
• ｲﾝﾌﾗ設備 29
• 基地局ﾌﾟﾛｾｯｻ 8

Mobile WiMAX (16e)の展開状況 (計画含む) 
118の国と地域で、308以上の事業展開計画中 (2008年現在)

Mobile WiMAXのグローバル展開
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 中継方式
• 非再生中継型レピータ（同一周波数）が商品化されている。レピータ本体での回り込み干渉

回避のため、レピータ本体～アンテナ間で一定の離隔距離を確保するのが一般的。
• ICS (干渉キャンセラ)付き非再生中継型レピータの開発を予定しているベンダもある。

• 再生中継型レピータについては、非再生中継型レピータにおける品質劣化（ノイズ成分も増
幅され、レピータ数の増大による影響）を回避するため、実用化に向けた検証が米国などで
進められている。

 レピータ導入数
• 韓国を中心に、非再生中継型レピータの導入が既に行われている。
• 以下に、KT (Korea Telecom)での同レピータ導入実績を示す。

KTのWiMAX (WiBro)レピータ導入数 (2008/11末時点)

【出典】
韓国Youngwoo社より

送信出力 台数

大型レピータ 40dBm/3FA 1,387

中型レピータ 30dBm/3FA 406

小型レピータ 23dBm/3FA 4,560

超小型レピータ 13dBm/3FA 17,484

ホーム用 7dBm/3FA 3,300

WiMAX中継方式の世界動向
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http://www.willcom-inc.com/ja/support/home_antenna/index.html

PHS用ホームレピータ（ウィルコム）

利用シーン レピータ実機

日本におけるレピータの利用実績 (1)
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http://broadband.mb.softbank.jp/mb/japanese/mysoftbank/home_antenna/home_antenna_leaflet.pdf

第三世代携帯電話用ホームレピータ（ソフトバンクモバイル）

日本におけるレピータ利用実績 (2)
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http://www.nttdocomo.co.jp/product/option/about/antenna/index.html

第三世代携帯電話用室内用補助アンテナ（NTTドコモ）

日本におけるレピータ利用実績 (3)
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 IEEE802.16
• Relay Task Group

‘08/11 16 j ドラフト第7版の改定作業
上記改定版 (第8版)について、RevCom (IEEE-SA Standards Board Review 
Committee)への条件付き提出が承認
条件： Rev2 (IEEE P802.16 Revision2)のRevCom提出

‘09/1 16 j ドラフト第8版の改定作業
‘09/2/6 RevCom提出締切 (上記改定版 (第9版)を提出予定)
‘09/3 RevCom承認
‘09/5頃 16 j初期仕様発行（予定注１））

注１）実際の製品化ができるレベルの標準仕様発行までには時間を要する見込み。

• 802.16 Rev2
非再生中継方式（異周波数）に関する一部技術仕様の変更提案あり

 WiMAX Forum
• 要求条件

2008年8月、SPWG (Service Provider Working Group)において、16 j準拠WiMAX中継
方式に関する要求条件が決定

• 技術仕様
2008年10月より、TWG (Technical Working Group)において、16 j準拠WiMAX中継方式
に関する技術仕様の検討開始

IEEE802.16委員会及びWiMAX Forum動向
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 中継方式
一般に、中継方式は以下の2方式に分類。

• 再生中継方式
中継装置の受信部で受信したRF信号をベースバンド信号に復調し、エラー訂正等の信号
処理を行った後、同装置の送信部で再度変調・送信を行う方式。
本方式は、PHS用小電力レピータで採用されている。

• 非再生中継方式
中継装置の受信部で受信したRF信号を増幅し、同装置の送信部にて同一周波数あるいは
周波数変換して送信する方式。
本方式は、携帯電話用小電力レピータで採用されている。

 標準化／世界動向
• 韓国を中心に非再生中継方式を採用したWiMAXレピータが広く展開されている。これは既

に確立されたWiMAX技術を適用することで、新たな標準仕様策定が不要であることも一因
と推察される。

• 非再生中継方式ではノイズ成分も増幅され、レピータ数の増大による品質劣化を回避する
ため、再生中継方式での実用化に向けた検証が進められている。

• IEEE802.16標準委員会及びWiMAX Forumでは、再生中継方式を採用した16 j の標準化
活動注１）が行われているが、マクロBSのエリア拡張を目的としている。

注１） 実際の製品化ができるレベルの標準仕様発行までには時間を要する見込み。

まとめ
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http://www.frtek.co.kr/

 韓国FR Tek社
【参考】非再生中継型WiMAXレピータ (ホーム用)
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 韓国FR Tek社
【参考】非再生中継型WiMAXレピータ (ホーム用)

http://www.frtek.co.kr/
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【参考】非再生中継型WiMAXレピータ (ホーム用)
Frequency Range 2,3315 ~ 2,3585MHz

Gain Range Down Link 38dB ~ 60dB
Up Link 38dB ~ 60dB

Input Power Level Down Link Max -53 ~ -31dBm / 3FA
Up Link Max -30dBm / 1FA

Output Power Level Down Link 7dBm / 3FA
Up Link 13dBm / 3FA

Gain Control Range 22dB/1dB Step
Gain Control Accuracy ± 0.7dB, Max

Shutdown
Down Link 10dBm / Total

Up Link 16dBm / Total
ALC Range 22dB

DL/UL Isolation 80dBc
EVM 

(DL:64QAM,UL:16QAM) 5%

Sync Detect Level Min : -80dBm ( Input Level )
Frequency Stability ±0.02ppm ( 47Hz ) Under

Flatness 3dB Under p-p at 27MHz BW
System Delay 2.5usec Under

Input/Output Impedance 50Ω
VSWR 1.5:1

Noise Figure Up Link 5dB ( Max Gain )

Dimension 111mm x 76mm x 43mm ( W x H x D )

Weight 545g

Input/Output Connector N-type Female

 韓国Youngwoo社

http://www.ywtc.com/english/product/product04_005.asp
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